
令和元年度 第２回中野市学校給食センター運営委員会次第 

 

                       日時 令和２年２月７日（金） 

                         午後４時から 

                      場所 中野市南部学校給食センター 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 報告事項 

 （１）令和元年度学校給食センターの運営状況について（資料１～３） 

 

 

 （２）豊田学校給食センターの廃止に伴う北部学校給食センターとの統合について 

                                 （資料４） 

 

 

４ 会議事項 

 （１）中野市学校給食センターの調理業務委託について（資料５） 

  

 

 

 （２）令和２年度学校給食センターの主食回数並びに規格の変更等について 

（資料６） 

 

 

 

５ その他 

 

 

 

６ 閉 会 



資料１

令和元年12月末現在

項目

指導計画

給食センターだより

給食試食会・見学等

（学校で） 7月5日 日野小学校１年親子試食会 7月4日 長丘小学校１年親子試食会 6月26日 永田小１年親子試食会 「学校給食、朝ごはん、中野市の健康課題について」

7月11日 7月4日 科野小学校１年親子試食会 7月4日 豊井小１年親子試食会 「学校給食、朝ごはん、中野市の健康課題について」

7月19日 高丘小学校１年親子試食会 7月19日 倭小学校１年親子試食会

7月19日

(センターで） 7月19日 高丘小学校２年生親子見学 7月4日 科野小学校２年親子試食会

10月10日 平野小学校ＰＴＡ保健厚生部見学・試食 7月19日

11月8日 延徳小学校１年年生見学・試食 9月19日

11月19日 高丘小学校３年生見学・試食 11月27日

11月22日 日野小学校２年年生見学・試食

12月23日 南宮中学校特別支援学級見学

(生産者の会）
　

6月12日 生産者園地視察（３学校給食センター） 5月8日 ふるさとファーム懇談会（豊田学校給食センターのみ）

11月18日 学校給食出荷者の会　試食・懇談会　（北部学校給食センターにて実施）

12月16日 生産者園地視察（南部・北部学校給食センター）

食の指導 6月27日 延徳小学校 「給食センターの紹介、朝ごはんを食べよう」

(全校集会） 平野小学校給食委員会 「給食センターからのメッセージ」 10月30日 長丘小学校

12月3日 日野小学校 「感謝して食べよう」

（授業） 11月19日 中野平中学校１年１クラス 家庭科T.T「バランスのよい給食献立を考えよう」 6月6日 平岡小学校１年 「夏に負けない食事をしよう」 7月1日 豊田中学校２年 「栄養バランスのよい朝ごはんを食べよう」

11月21日 中野平中学校１年２クラス 家庭科T.T「バランスのよい給食献立を考えよう」 6月7日 平岡小学校３年 「栄養バランスのよい朝ごはんを食べよう」 7月12日 豊田中学校１年 「学校給食について考えよう」

11月27日 中野平中学校１年１クラス 家庭科T.T「バランスのよい給食献立を考えよう」 6月7日 平岡小学校５年 「元気に過ごすための生活習慣」 7月19日 豊田中学校３年 「試験で力を発揮するための食生活を考えよう」

12月2日 高丘小学校３年 「おなかすっきり大作戦」 6月11日 長丘小学校４，５，６年 「元気に過ごすための生活習慣」 10月7日 永田小学校１・２年 「いろいろなたべものをたべよう」

高丘小学校５年 「おやつについて考えよう」 6月14日 長丘小学校１，２，３年 「栄養バランスのよい朝ごはんを食べよう」 永田小学校５・６年 「朝ごはんについて考えよう」

高丘小学校６年 「栄養バランスのよい朝ごはんを考えよう」 7月10日 科野小学校１，２，３年 「栄養バランスのよい朝ごはんを食べよう」 12月3日 豊井小学校１年 「いろいろなたべものをたべよう」

12月4日 高丘小学校１年 「野菜を食べよう」 11月13日 科野小学校４，５，６年 「元気に過ごすための生活習慣」 豊井小学校２年 「うんちのヒミツ」

高丘小学校２年 「すききらいなく、なんでも食べよう」 12月4日 豊井小学校３年 「赤・黄・緑の３つのグループを知って、バランスよく食べよう」

高丘小学校４年 「朝ごはんの大切さについて考えよう」 豊井小学校４年 「赤・黄・緑の３色そろった栄養バランスのよい朝ごはんを食べよう」

12月5日 豊井小学校5年 「栄養バランスのよい食事について考えよう」

豊井小学校6年 「こんだてのたて方を知ろう」

（給食時での指導） その他 倭小学校　学校訪問時　赤肉りんごの紹介　（他校は展示物とりんご配布） その他

高社中学校　１２月より　隔週で栄養士による教室訪問

（給食週間）

（学校訪問） 5月31日 南宮中学校１年生 5月14日 中野小学校１～３年 　11月　6日　高社中学校１年・３年の1学級 10月7日 永田小学校１、４、６年生

6月27日 延徳小学校全学年 6月6日 平岡小学校１、３、５年 　11月13日　科野小学校４，５，６年 11月27日 豊田中学校１～３年生

11月21日 中野平中学校１年生 6月7日 平岡小学校２，４，６年 　11月26日　高社中学校1年・３年の１学級 12月3日 豊井小学校１年生

12月2日 高丘小学校全学年 7月10日 科野小学校１，２，３年 　12月　5日　高社中学校1年・２年の１学級 12月4日 豊井小学校４年生

12月3日 日野小学校全学年 10月29日 倭小学校全学年 12月5日 豊井小学校５、６年生

12月10日 平野小学校１年生 10月31日 長丘小学校

（連絡ノートの活用）

職場体験学習 10月24，25日

個別指導

学校保健委員会

その他

平野小学校１年親子試食会

　　令和元年度 中野市学校給食センターにおける食育の現状
南部学校給食センター 北部学校給食センター 豊田学校給食センター

年間指導計画の作成

毎月の献立のねらいやポイントを明確にし、指導の柱とする。

献立を教材として活用するため、毎日各クラスに配布

延徳小学校１年親子試食会

長丘小学校２年親子試食会

市教委・市議会議員試食

中野小学校ＰＴＡ見学・懇親会

各小学校の給食週間に合わせ、授業、学校訪問を行った。

特色ある学校給食
への取り組み

地域食材の活用
毎月19日は「食育の日」とする
行事食、郷土食献立の実施

各センターと各学校間で実施。給食の様子や感想を書いてもらい、今後の参考にしている。

豊田中学校2年生1名受け入れ

食物アレルギー児童・生徒へ対応食実施、必要に応じ個別面談

豊田中学校　教室で給食を一緒に食べ、委員会活動に参加。

　10月24,25日　高社中学校2年生1名受け入れ

12/19　デザートのセレクト給食　豊井小・永田小・豊田中学校

3/17    セレクト給食　豊田中学校

 



             

全体使用量 中野市産 地産地消率

kg kg ％

えのき茸・しめじ

なめこ・エリンギ

りんご・巨峰・さくらんぼ

プラム・梨

きゃべつ・玉ねぎ・じゃがいも

はくさい・だいこん　他

令和元年12月末現在

合　計 89,244.6 58,583.6 65.6

※　主要３１品目

野　菜 56,809.3 26,158.7 46.0

菌茸類 3,412.9 3,412.9 100.0

果　実 2,282.0 2,282.0 100.0

令和元年度中野市産主要農産物使用量

品目 備　　考

米 26,740.4 26,730.0 99.9 精米、紫米

資料２ 



資料３

単位 : 人

年　度 南　部 北　部 豊　田 計

２１ １５ ４ ４０

（８） （８）

２３ １９ ６ ４８

（８） （８）

２９ ２１ ５ ５５

（６） （２） （８）

３０ ２３ ６ ５９

（８） （３） （１） （１２）

２８ ２８ ８ ６４

（１０） （４） （２） （１６）

２６ ２９ ５ ６０

（９） （９） （１） （19）

３４ ２６ 4 64

（９） （７） （1６）

４１ ２８ ３ ７２

（１１） （６） （１７）

４５ ３１ ２ ７８

（１４） （２） （16）

※下段の（　）内の数字は、上段でアレルギー対応を希望している者のうち、飲用牛乳

　　のみ提供を停止している者。（飲用牛乳の他に対応が必要な者は含まない）

※ 主なアレルギー原因食材

　　・ 卵 、牛乳、乳製品、小麦、魚、えび、いか、果物等

　　・ そば、ピーナッツ、くるみ（給食センターでは提供はしていない）

　　（除去食や代替食等で対応している者の他に、献立明細書の送付を希望している者も含む）

年度別食物アレルギー対応状況

Ｈ２３

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

Ｈ２８

Ｈ２９

Ｈ３０

令和元年12月末現在

※上段の数字は、アレルギー対応を希望している者の総数

R１



                                         資料４ 
 

豊田学校給食センターの廃止に伴う北部学校給食センターとの統合について 

 

 １ 現在の進捗状況 

  (1) 食器・コンテナ類必要数の確認と継続利用備品の選別 

   ・ 随時、豊田学校給食センターと北部学校給食センター職員で打ち合わせを行って

いる。 

     

  (2) 配送所要時間の確認による配送経路の計画決定 

   ・ 北部学校給食センターの配送車を使用して、コンテナに食缶等を積載し、複数の

経路を検証して、配送経路を確定。 

 

   ・ 豊井小学校、永田小学校、豊田中学校の計３校の給食コンテナを一括積載し、配

送車１台により１往復配送とする。 

 

   ・ 豊井小学校、永田小学校、豊田中学校の順で配送。(回収は、逆順路) 

※ 給食時間変更の場合適宜対応 

 

   ・ 配送時間を遅延なく確保するため、年間を通じて有料道路を利用することとし、 

現在、予算措置を準備中。 

    

  (3) 給食時間変更に関わる制限時間の変更。 

   ・ 調理時間及び配送時間を考慮し、配送到着時刻を 11 時 50 分とすることで決定。 

     ※ 豊田地域の３校校長と協議し、了解済み 

 

  (4) 主食業者との調整 

   ・ 豊田地域の３校については、これまで豊田学校給食センターで炊飯していた米飯

と、旭製パンから納品のパンについては、共に亀屋製菓に変更。 

また、高社小学校については、米飯・パン共に旭製パンに変更。 

 

 ２ 解体までの豊田学校給食センターでの今後の予定 

  ○ １月 31日(金) 解体工事請負業者決定 

 

  ○ 現在 ～ ３月 17日(火) 引越準備作業継続 

（３月 17日(火) 豊田学校給食センター給食調理最終日） 

 

  ○ ３月 18日(水) ～ ３月 24日(火) 引越作業 

 

〇 春休み中 配送シミュレーションの実施(学校関係者との最終確認) 



                                           資料５                                           

 

中野市学校給食センターの調理業務委託について 

 

○市教育委員会では、今年度から南部学校給食センターの調理業務を民間委託し、給食を提供しているが、

北部学校給食センターについても、できる限り早い時期に同業務を委託することとし、その時期について

検討してきた。 

○現在、調理業務を委託している南部の施設が提供する給食について、事故や味に対する苦情もなく、これ

までと同様、安全でおいし給食が提供できていること、また、調理に携わる従業員の皆様も主体性や積極

性を発揮していること、当該施設の労務管理等の業務の軽減にもつながっていることから、北部の施設も

令和２年４月から調理業務を委託することとし、事前準備を進めている。 

○民間委託に伴う影響や理由は、次のとおりである。 

 

１ 調理部門委託に伴う影響について 

(1) 食の安全や質などへの影響は一切ない。 

ア 委託業務は、調理業務に限ったものであり、給食事業の運営、衛生指導、献立の作成、食物

アレルギー対応、食育活動の推進、食材の仕入れと地産地消の推進などは、これまでどおり市

が責任を持って行う。 

イ 調理をする人は、これまで市で担当していた方々が受託予定業者へ移籍できるようお願いす

るので、大きく調理員が変わることはない。 

(2) 給食費への影響もない。 

食材の仕入れ価格を基にしている給食費の価格決定や、請求・納付事務も、これまでどおり市

が行うので、委託に伴い変更することはない。 

２ 委託をする理由 

(1) 市の調理員の身分は、ほとんどが期限付きのパートであることから、民間へ移籍することで雇

用継続期間の制限がなくなり、雇用期間満了時における不安が解消される。 

(2) 臨時的で補助的な立場から責任ある立場となり、主体性を持った職務遂行が期待でき、個々の

判断で業務効率向上が図られ、各種研修を受けることで、専門性や技術力の向上が図られ、資質

の向上がより一層図られる。 

(3) 員補充をはじめ、人事管理や人員配置への対応が不要となり、正職員の負担軽減が図られ、企

画関係業務へ集中できる。 

(4) 近隣自治体においても、既に同様の委託を実施しており、安全性について特に問題が発生して

いないことや、調理業務を委託した市の南部の施設が提供する給食も安全性、味に問題がない。 

(5) 来年度からの大きな制度改正（嘱託・臨時職員の明確な位置づけとなる会計年度任用職員制度）

や、人口減少社会へ対応できる組織体制の見直しを検討する中で、市民への負担をできるだけ抑

制する方策の一つとして、民間の力を活用する必要がある。 

３ これまでの経過 

(1) 教育委員会関係 

・令和元年８月 23 日 定例教育委員会協議会で協議 

(2) 運営委員会関係 

・令和元年９月 27 日 第１回学校給食運営委員会において、考え方を説明 

   ・令和２年２月 ７日 第２回学校給食運営委員会において、方針を説明 

 

 

 



 

 

(3) 議会関係 

・令和元年 10 月 29 日 総務文教委員会協議会 説明 

   ・令和元年 11 月 6 日 定例議会全員協議会 説明 

(4) 学校関係 

・令和元年 10 月 30 日 中野市校長会 説明 

(5) 職員・保護者関係 

・令和元年 11 月 7・8 日 北部・豊田学校給食センター正規・嘱託・臨時職員に説明 

・令和２年２月５日付け 北部・豊田学校給食センター配食校保護者へ通知 

(6) 組合関係 

   ・令和元年 11 月～ 市職員労働組合と協議 

   ・令和元年 10 月 29 日 市教職員組合へ考え方を説明 

(7) その他 

・１学期終了後及び２学期終了後、南部学校給食センターの委託業務について、業務評価を実施 

 

 



                                          資料６ 

令和２年度 学校給食センターの主食回数並びに規格の変更等について 

１ 主食回数並びに主食量細分による変更 

  中野市では、これまで、米飯週３回、パン週２回の割合で主食提供を行ってきました。 

  しかし、学校給食食事摂取基準値の改正により、食塩相当量の基準値が引き下げとなり、副食の組み

合わせだけでは、基準値内に収めることが困難な現状です。 

  また、食べ残しの減量と各学年により適用させた栄養価の摂取の向上を目的に、令和２年４月より、

以下のとおり主食回数並びに主食量の細分による変更を、実施したいと考えております。 

（１）１回の給食に係る食塩相当量基準値の半量を占めてしまうパンの回数を週２回から１回に減らし、

米飯回数を週３回から４回に増やす。 

  ※給食一食分の食塩相当量の基準値は、小中学年 ２.５ｇ→２.０ｇ、中学校 ３.０ｇ→２.５ｇに

減量されています。 

 

（２）主食量について、より細かく学年ごとの学校給食摂取基準の充足が可能となるように、米並びに

小麦粉の使用量について検討し、改善していきます。 

 

◎今後も、給食内容の向上を図り、食の指導につなげる取組に努めていきます。 

 

２ 主食加工業者分担校の変更 

 （１）北部地区の小学校統合、豊田学校給食センター廃止に伴う北部学校給食センターへの統合、主食

配送に係る効率化等の理由により、令和２年度４月より主食加工業者の分担校を変更します。 

 

  （２）変更後の分担校については、以下のとおりとする。 

  【南部学校給食センター】 

 

 

 

 

  【北部学校給食センター】 

 

 

 

 

      （注） 

・パンの提供日は、南部は火曜日、北部は木曜日となります。 

・延徳小について協議中 

 日野小 延徳小 高丘小 平野小 中野平中 南宮中 

米 飯 旭製パン 旭製パン 亀屋製菓 亀屋製菓 亀屋製菓 旭製パン 

パ ン 旭製パン 亀屋製菓 亀屋製菓 亀屋製菓 亀屋製菓 旭製パン 

 中野小 高社小 豊井小 永田小 高社中 豊田中 

米 飯 旭製パン 旭製パン 亀屋製菓 亀屋製菓 旭製パン 亀屋製菓 

パ ン 亀屋製菓 旭製パン 亀屋製菓 亀屋製菓 旭製パン 亀屋製菓 



 

中野市学校給食センター運営委員会委員名簿 

             

  

区 分 氏 名 選出区分等 備 考 

識見を有する者 

竹節 幸子 

北信保健福祉事務所 

食品・生活衛生課  

主任管理栄養士 

 

村島 康秋 
中高薬剤師会会員 

監事 
 

神田 久仁玲 
北信食品衛生協会 

中野支部長 
 

竹内 洋子 
中野市食生活改善推進協議会 

会長 
 

渡邊 雅子 
中野市養護教諭部会 代表 

（南宮中学校養護教諭） 
 

丸山 大輔 高丘小 PTA会長  

池田 幸江 日野小 PTA副会長  

教職員 

依田 隆生 日野小学校校長 職務代理者 

有賀 泰司 中野平中学校校長 会長 

公募委員 

北山 和夫 一般公募委員  

西澤 富美子 一般公募委員  

武田 美穂 一般公募委員  



竹節委員 　 依田委員

村島委員 　 渡邊委員

神田委員 　 北山委員

竹内委員 　 西澤委員

丸山委員 　 武田委員

池田委員 　 　

運営委員会配置図

有　賀　会　長

　（事務局）

徳竹所長 
花岡

教育次長
春原

主任主事

髙橋
栄養教諭

江澤
栄養教諭

丸山
栄養教諭

小林
栄養教諭


